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〈��の様子��〉
　ここでは2011年１月21日（金）に行われた国語科自
主研究発表会における、育成学級の取り組みを紹介す
る。同発表会には、他県からの参加者に加え、伏見区
の他の小学校から多数の教師が参加し、事後の研究協
議会で活発な議論が交わされた。
　醍醐西小学校には二学級の育成学級があり、合わせ
て５人の児童が在籍している。５人の児童の在籍学年
は１年生から６年生まで幅広く、課題とする分野も多
様である。このような学級の特徴からは、全員が同じ
学習に協力して取り組むことは、一見困難であるよう
に見える。しかし、醍醐西小学校の育成学級では、集
団で学習に取り組むことの重要性に目を向け、教科や
学習内容に応じて、二クラス合同や、学年別、男女別
にするなど編成に柔軟性を持たせて指導を行っている。
授業研究会においては、両学級の担任が、個々の児童
の特性と単元の性格とを見合わせて、ティームティー
チングによる二学級合同授業に取り組んでいた。
　本時は、単元「使えることば、文をふやそう」の第
７時であった。子どもたちは前時までに、ことばカー
ドを並べて絵の内容を描写する活動や、ことばカード
に自分の言葉を加えて表現する活動などに取り組んで
きている。それらをふまえて本時では、絵の内容を描
写するために、自分たちで適切な表現を考え、文章化
していく活動が行われた。なお育成学級では一分間ス
ピーチの取り組みも大切にされており、本時でも、後
半はスピーチ活動が行われた。
　活動に取り組む前に、まず目標の確認が行われた。
各児童が自分の目標を発表し、教師がそれをホワイト
ボードに書き取って教室の前面に掲示した。その後、
児童は二つのグループに分かれ、与えられた絵を描写
するために、ことばを出し合って文章を組み立てる活
動を行った。絵に描かれている場面は、跳び箱や粘土
遊びなど児童が最近取り組んだ活動であり、実感を
持って言語表現を行えるよう工夫されていた。児童た
ちは、事前に出しあった目標を達成するため意欲的に
取り組んでいた。また、グループ内では教師の支援を
受けつつ互いにアドバイスする姿も見られた。授業の
後半では、一分間スピーチが行われた。スピーチでは、
友達と遊んだことや体育の授業での出来事など、各自
の興味関心に応じた内容が話された。話し手の児童に
対して聞き手の児童から、「何というゲームをしまし
たか」「なぜ楽しかったのですか」など多くの質問が
出された。質問は「なぜ〜」と理由を問うものが多く、
単語ではなく文章で答える必要があったが、どの児童
も「…だからです」と適切な答えを返すことができて
いた。このように授業全体を通して、書くこと、話す
こと両方の形で、ことばを使いこなす力が養われてい
た。
　事後の研究協議会においては、院生や学外の参加者
から質問や感想が出され、言葉を育む質の高い授業で
あると評価された。さらに、参加者の中には他校の育
成学級担当者が多数おり、積極的な意見や提案がなさ
れた。提案は、各学校の育成学級で日々行われている
実践に裏付けられたものであり、児童数やリソースと
いった実際的な面も加味した真剣な議論が交わされた。
このような学校間・教師間での学び合いの具体に触れ
られたことは、貴重な勉強の機会となった。また協議
会の参加者にはポストイットが配布され、授業と協議
会全体を通しての感想・提案を記入して授業者に渡す
ことができた。このように参加者から授業者への
フィードバックの場が確保されていることは、重要な
ことであると言える。今後のかかわりにおいても、こ
のような場を生かしつつ、参加する研究者、院生と授
業者のコミュニケーションを図りたい。
４．今後の��
　醍醐西小学校は研究目標を明確に設定し、各授業に
おいて工夫を凝らした取り組みを進めている。また、
授業外においても、朝の会などを活用して言語活動の
充実を図っている。この目標や取り組みは、同校の児
童の実態に裏付けられている。そのため、醍醐西小学
校の実践をより良く理解するためには、見学する単元
や教材に関して学び合うだけではなく、醍醐西小学校
の方針や児童の実態について十分に理解した上でかか
わることが今後とも重要である。今年度、院生間で自
主的に見られた事前勉強会を、以上のような点を考慮
してさらに発展させていくことが求められる。
　醍醐西小学校とのかかわりにおいては、小学校にお
ける授業のあり方、学校のあり方を共に考えることを
通して、フィールドから学ぶ力を磨く機会をいただい
ている。今年度は、事前の教材研究など、参加者自身
の学びを深めるための主体的な取り組みが見られた。
今後は、深めた学びをどのように有益なフィードバッ
クにつなげるべきかを検討していく必要がある。小学
校現場にかかわる貴重な機会に恵まれたことを生かし、
より一層学びを深めて、その成果を学校現場に還元で
きるよう、一人ひとりが自覚を持って活動していくこ
とが求められる。
　来年度は、醍醐西小学校とのかかわりが５年目とな
る節目の年である。過去の蓄積を見返しつつ、両者の
より良いコラボレーションの形を探っていきたい。
（文責：羽山　裕子）
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